
令和７年３月市議会定例会議案概要説明 

 

令和７年３月市議会定例会は、３月３日に招集することで、本日、告示を行いまし

た。 

３月議会に提案いたします議案としては、甲議案として１７件、乙議案として令和

７年度当初予算関係６件と令和６年度補正予算関係６件の計１２件、さらに諮問１件、

報告１件について提案し、ご審議をお願いすることとしております。 

なお、人事案件であります「鳥栖市固定資産評価審査委員会委員の選任について」、

「人権擁護委員候補者の推薦について」は、後送議案といたします。 

それでは、令和７年度当初予算案及び令和６年度３月補正予算、その他議案の概要

につきまして、説明いたします。 

 

今回提案いたします「令和７年度当初予算」につきましては、 

・ さらなる「子育て支援の充実」 

・ 災害に強い街を目指す「防災力の向上」 

・ 1年での J1復帰に向けた「サガン鳥栖支援」 

この３つを特に注力するポイントといたしました。 

 

 

 

 



 

第７次鳥栖市総合計画において特に私の公約との親和性が高い事業を「重点戦略」

として位置付けておりますが、「重点戦略」を構成する７つの柱に該当する個別事業

について、新規事業等を中心にご説明いたします。 

 

 

まず、１つめ、「子育て支援と学校教育が充実した都市づくり」について「主な事

業」をご説明いたします。 

 

『産婦健康診査事業』につきましては、産後の初期段階における母子に対する支援

を強化し、妊娠期から子育て期に渡る切れ目のない支援体制を構築するものです。 

『子どもの医療費助成事業』につきましては、令和７年７月１日から 通院医療費

助成の対象を高校生世代にまで拡充するものです。 



なお、医療費助成にかかるシステム改修に時間を要しますことから、 ７月１日か

らの開始とせざるを得なかったところでございますが、４月から６月までの診療分に

つきましても、遡及して助成対象としたいと考えております。 

また、今回、助成の対象を高校生世代にまで拡充することによって、本市における

すべての児童への医療費助成制度が完成することとなります。 

その他といたしまして、母子保健機能及び児童福祉機能双方の機能の一体的な運営

を行うため、『こども家庭センター』を開設します。 

 

 

『水泳授業の民間委託検証事業』につきましては、今年度、若葉小学校で実証事業

を行いました水泳授業の民間委託検証事業に関しまして、 対象を全ての小学校に拡

充し更なる検証事業を行うものです。 

『教科「日本語」教科書改訂事業』につきましては、本市の特色のひとつでもあり

ます、教科「日本語」に用います教科書を改訂するとともに、デジタル教科書に対応

させるものです。 

『赤ちゃんへの絵本贈呈（ブックスタート）事業』につきましては、  読み聞か

せを通して、親子のコミュニケーションを促進し、愛着形成に 寄与する取り組みを

行うものです。 

 

 

 



 

『学校給食費臨時支援事業』につきましては、令和５年度以降実施しております、

学校給食費にかかる物価高騰分につきまして、保護者負担を 据え置き、引き続き公

費で負担するものです。 

 

 

『旭小学校大規模改造事業』につきましては、計画的に実施してきております小中

学校の大規模改造事業につきまして、来年度は、旭小学校  管理特別教室棟、普通

教室棟の老朽化に伴う大規模改造工事を行うものです。 

 

 



 

重点戦略２つめの柱となります、「命が守られ、安全・安心して暮らせる都市づく

り」に関する「主な事業」を申し上げます。 

ここに掲げております『４つの事業』に関しましては、本市の防災力を向上させる

ために欠くことのできないものとして計画しているものです。 

『防災井戸整備事業』につきましては、災害の発生により、水道施設等へ被害が発

生した場合、長期間の断水が想定されることへの対応として、井戸水による生活用水

の確保を図るものでございます。 

 

 

次に、ここに掲げております『３つの事業』に関しましては、近年、激甚化する豪

雨災害をはじめ、浸水被害の軽減並びに市民の皆様の意識向上に資することを目的に

計画しているものでございます。 



 

 

『予約型乗合タクシー実証運行事業』につきましては、長年の懸案で ございます、

高齢者等の交通弱者や、公共交通の利用が不便な地域への 新たな移動手段の確保策

といたしまして、「予約型乗合タクシー実証運行」に向けた、システムの構築等の準備

を行うものです。 

この「予約型乗合タクシー」でございますが、利用者の予約に応じて ＡＩが最適

なルートを選択しながら運行する新しい乗合型の公共交通手段でございまして、実証

運行により本市における適性を見極めてまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

 



 

重点戦略３つめの柱となります「くらしに活力と豊かさを感じる都市づくり」に関

する「主な事業」を申し上げます。 

本市にとりまして「サガン鳥栖」という存在は、スポーツ振興の柱であり、子ども

たちの夢や希望であり、鳥栖という存在を全国区へと押し上げてくれる地域の宝であ

ると考えております。 

そのサガン鳥栖の１年での J1 復帰に向け、令和７年度に限り、行政として取りう

る最大限の財政支援を提案いたしたいと考えております。 

総事業費といたしましては、既存事業分も合わせまして、約１億３千万円規模を計

画しております。 

 

 

次に『全国大会等開催補助金』につきましては、交通の要衝として地理的優位性を



発揮し、市内外に本市のポテンシャルを PR することを目的といたしまして、本市を

主たる会場とする全国又は九州地区規模のスポーツ大会やイベント等に対しまして、

補助金を交付したいと考えております。 

 

また、このことをきっかけとして、各種イベントの開催場所として選ばれることに

よって、新たな人流の創出や賑わいづくりに繋げてまいりたいと考えております。 

『スポーツ振興及び文化芸術振興奨励金』につきましては、スポーツ 及び文化・

芸術の分野で成績が優秀な市民及び市内で活動する団体を 奨励する制度も創設す

るものです。 

 

 

『鳥栖駅東賑わい創出事業負担金』につきましては、佐賀県の玄関口でもある鳥栖

駅周辺の中でもとくに、鳥栖駅東側エリアを中心に、佐賀県との共同によるイベント

を開催したいと考えております。 

イベントの具体的内容等に関しましては、今後、佐賀県とともに実行委員会を立ち

上げ、プロスポーツチームや地元の皆様の意見もうかがいながら、検討してまいりた

いと考えております。 

 



 

重点戦略４つめの柱となります「まちのポテンシャルを高める都市づくり」に関す

る「主な事業」を申し上げます。 

 

『田代大官町・萱方線等道路改良事業』をはじめとする３事業につきましては、着

実な市道整備を進めるためのものでございます。 

 

 

次に『空家等対策事業』や、その下の『立地適正化計画策定事業』につきましては、

適切な住宅地の管理や効率的な市街地形成を目的とするものでございます。 

 



 

次に『鳥栖駅周辺整備事業（鳥栖駅東短期施策）』につきましては、  鉄道施設で

分断されている中心市街地の課題解決に向けた短期施策の 検討を行うものでござ

います。 

 

 

重点戦略５つめの柱となります「市民と環境にやさしい都市づくり」に関する「主

な事業」を申し上げます。 

『若葉まちづくり推進センター改修事業』と『自治公民館建設等補助金』につきま

しては、それぞれ、地域の活動拠点の整備を目的としたものでございます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に『九
く

畝
せ

谷
だに

線道路改良事業』以下の３事業につきましては、立石町で計画されて

おります次期リサイクル施設整備事業に伴う事業などでございます。 

 

 

重点戦略６つめの柱となります「産業と観光の魅力を高める都市づくり」に関する

「主な事業」を申し上げます。 

 

『さが園芸８８８整備支援事業費補助金』につきましては、高収益作物等への転換

を図る農業者への支援を拡充するものです。 

三島江島地区における『経営体育成基盤整備事業』につきましては、当該地区の農

業用施設の再整備を行うための事業計画を策定するものです。 



『市民の森整備事業』につきましては、近年の集中豪雨等により毀損しております

遊歩道の整備や、繁茂している支障木の伐採等を行うことで市民の皆様が利用しやす

い、市民の森に整備するものでございます。 

 

 

次に『マンホールカード作成事業』でございますが、サガン鳥栖に関連するマンホ

ールデザインを採用いたしまして、その図案をモチーフとして、全国的にも人気の「マ

ンホールカード」を作成するものです。 

 

 

最後に重点戦略７つめの柱となります「効果的・効率的な行政運営のための行財政

改革」に関する「主な事業」を申し上げます。 

『自治体ＤＸ推進事業』につきましては、本市の情報システムの標準化や共通化、



行政手続きのオンライン化を推進し、さらなる業務の効率化と市民の皆様の利便性向

上を図るものです。 

 

 

その他の事業について、主なものとして、ここに掲げております   『３つの事

業』を予定しており、今後取り組んでまいりたいと考えております。 

 

 

次に、その他の主な議案といたしまして、１件の条例制定と１４件の条例改正を予

定しております。 

 



 

次に、令和６年度３月補正予算案の主なものといたしましては、『県営 経営体育成

基盤整備事業』ならびに『防災重点ため池整備事業』などを予定しております。 

 

 

最後になりますが、令和６年度３月補正予算といたしまして、４億５，２５５万７

千円を減額補正し、補正後の予算額は３４３億６千円となります。 

そして、令和７年度当初予算につきましては、一般会計予算の総額が ３３６億７，

６９５万２千円となり、前年度当初予算と比較いたしますと、３３億９，７９９万７千円、

率にして 11.2％の増となっております。令和７年度当初予算につきましては、過去最

大の予算額となりますが、主な要因といたしましては、真木町にございます旧ごみ焼

却施設解体事業や、旭小学校大規模改造事業などの大型事業によるものでございます。 


